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試験場だより・知って納得情報へ 

 

果樹試験場ホームページへ 

 
リンゴ園のリン酸施肥について考えてみましょう 

 
果樹試験場 

近年、リン酸等の養分が過剰に蓄積している果樹園が増加しています。県下りんご

園土壌の可給態リン酸（土壌中のリン酸のうち、植物が吸収しやすいリン酸）濃度は、

平均値で 100mg/100g を超えています。土壌診断の基準値は 10～30mg/100g ですので、

多くの圃場で大幅に超過している状況です。環境負荷を軽減するためにも、養分が過

剰に蓄積した圃場では、蓄積している養分を減肥または無施用とすることが望ましい

とされています。しかし圃場でのリン酸の施肥試験例は少なかったため、果樹試験場

では、土壌中の可給態リン酸濃度が異なるりんご園において、リン酸の施肥試験を行

い、りんご樹の生育、収量等を調査しました。その結果、リン酸施肥を一時的に中断

しても栽培に影響しない土壌中の可給態リン酸濃度を明らかにしました。これにより

明確な根拠のもとにリン酸施肥の指導が可能となりました。 

今回、土壌中の可給態リン酸濃度が 50mg/100g 以上あれば、３～６年リン酸施肥を

中断しても、果実の収量や品質、樹の生育は劣らず、葉のリン酸濃度も低下しないこ

とが明らかとなりました。また、土壌の可給態リン酸濃度は、短期間では低下しにく

いと思われますが、リン酸施肥の再開は、3 年に１回程度土壌診断を行い、土壌中の

可給態リン酸濃度から判断します。 

リン酸施肥中断中は、窒素とカリを単肥で施用します。リン酸を無施肥とすること

で肥料コストは、慣行の複合肥料施肥と比べておよそ半減できます。 
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